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報道資料／ Press Release  202 6 年 2 月 16 日 

 
エコマーク 「モバイルバッテリー」認定基準 (案)の意見募集  

（パブリックコメント）を実施、 3 月 3 日に説明会を開催  
 

公益財団法人日本環境協会（所在地：東京都千代田区、理事長：新美  育文） のエコマ

ーク事務局 は、 新たに策定する「モバイルバ ッテリー Version 1 」認定基準について、 2 月

16 日付で案を公開し、 消費者・事業者の皆様から幅広くご意見をいただくことを目的 に意

見募集（パブリックコメント）を実施いたします。  

あわせて、 3 月 3 日にはオンライン説明会を開催いたしますので、お知らせいたします。  

 

◇No.169 「モバイルバッテリー Version1 」認定基準 (案)について  

 モバイルバッテリーは、外出時の携帯用やアウトドアなど の日常生活で身近な製品 にな

っている だけでなく、災害備蓄の用途や、 さらには 警察・ 学校・ 行政機関 ・企業 等での活

用も進んでいます 。  

一方で、内蔵されるリチウム蓄電池は熱や衝撃に弱い性質を持ち、取り扱い や廃棄方法

を誤ると発煙・発火などの重大な事故につながる恐れがあります。 環境省の調査（ 2023 年

度）によれば、こうした事故は年間 1 万 6,000 件以上に達し、喫緊の課題となっています。  

こうした背景に加え、近年は国内外で法規制 の強化が進んでいます 。国内では 2026 年

4 月にモバイルバッテリーが 「資源有効利用促進法」 の「指定再資源化製品」 に指定され、

回収・再資源化が義務付けられます。また国際的には、 欧州で 「欧州バッテリー規則（ EU 

2023/1542 ）」 が 2023 年に発効し 、カーボンフットプリントの開示やリサイクル材料の使

用義務、さらには 使用者による電池交換の容易性など、製品の全ライフサイクルにわたる

厳格な持続可能性が求められています。  

本認定基準で は、 これらの 国内外の動向を踏まえて、製品の環境配慮設計（長寿命、 易

解体設計、 使用される希少金属類 の取り 扱い等） のみならず 、 リチウム蓄電池の事故防止

に資するよう、 適切な回収・再資源化 の体制構築、および消費者への情報提供 の充実など、

エコマーク独自の 認定基準（案） を策定しました 。  

 

＜認定基準（案）のポイント＞  

以下の必須項目 14 項目と配慮事項 2 項目から構成 。  

〇必須項目  

環境配慮設計 、回収・再資源化の実施、リサイクルマーク・正極活物質中の最大含有

金属および主金属のリサイクルを阻害する金属類の含有を示す表示、自然落下、保護

機能、包装材料 に関する基準 、環境法規等の順守、プラスチック部品の RoHS 指令に

適合、バッテリー に含まれる 重金属の基準、責任ある鉱物資源の調達、ユーザーへの

情報提供、品質  

〇配慮事項  

カーボンフットプリント 等の実施、「エコマーク認定取得企業の持続可能性チェックリ

スト」の確認  
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◇認定基準（案）に関するオンライン説明会の開催について  

エコマーク制度の概要や本認定基準（案）の内容、および申込方法等を説明するオンライ

ン説明会を開催します。是非ご参加ください。  

 

  
 

 

＜本件に関するお問い合わせ＞  

公益財団法人日本環境協会  エコマーク事務局  基準・認証課  担当： 石原  

〒101 -0032 東京都千代田区岩本町 1-10 -5 TMM ビル 5 階  

TEL： 03 -5829 -6284   E-mail :  info@ecomark.jp  

 

■ 認定基準案とご意見の募集： https://www.ecomark.jp/nintei/public/  

■ ご意見の受付期間：    20 26 年 2 月 16 日（ 月）～ 3 月 17 日（ 火）  

■ 認定基準の制定予定日：  202 6 年 4 月 16 日（ 木）  

■ ご意見送付先：  エコマーク事務局   E-mail :  info@ecomark.jp  

日 時： 2026 年 3 月 3 日（ 火） 15 :00～16 :15（質疑の状況により延長する場合あり）  

対 象： モバイルバッテリー に関心のある事業者など  

配 信： Zoom ウェビナーを使用  

定 員： 500 名（事前申込制・先着順）  

参加費：無料  

主 催：公益財団法人日本環境協会  エコマーク事務局  

 

■プログラム  

基調講演： リチウムイオン電池等の適正処理に関する方針と対策  

（ 環境省  環境再生・資源循環局  廃棄物適正処理推進課  係長  國分綾希子 氏）  

エコマーク「モバイルバッテリー」認定基準 (案)の内容について  

（ エコマーク事務局 ）  

 

■お申し込み  

 https://www.ecomark.jp/info/event/ 2026 0303seminar.html  

エコマークについて  

国際標準化機構の規格 ISO14024 に準拠した環境ラベルです。  

1989 年に創設され、公益財団法人日本環境協会が運営しています。環境への負荷が少な

いなど、環境保全に役立つと認められる製品やサービスにつけられ、消費者が暮らしと

環境の関係を考え、環境保全の面でより良い商品を選びやすくすることを目的としてい

ます。  

2026 年 2 月時点で、認定商品数は約 56,432 点、認定取得企業は 1,477 社です 。  

「エコマーク」は、公益財団法人日本環境協会の登録商標です。  

 

エコマーク事務局ウェブサイト： https://www.ecomark.jp/  
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